
豚病会報　No.45　2004 1

はじめに

家畜保健衛生所が行う養豚衛生指導は、各種感染症

の浸潤調査、生産性向上指導事業、病性鑑定による不

明疾病調査や家畜伝染病の調査に付随して実施される

など、必ずしも総合的かつ一貫したものではなく、一

定の制約の中で行われてきた。職員の意欲や力量、事

業の廃止や予算縮減等に影響され、継続性に欠けるた

め養豚家、特に企業養豚から疎んじられる一因とも

なっている。しかしながら、各養豚場における感染症

の実態把握や養豚経営者との信頼関係は家畜防疫上重

要であり、これらは日常の衛生指導を通して培われる

と考えている。家保の行う衛生指導の実を上げるため

には、各種診断機能を統合的に活用し、実際の生産性

向上に結びつく良質なデータを提供する必要がある。

ここでは、PRRSウイルスの国内侵入後、農場に定着

した PRRSウイルスの動態を把握するために行った一

連の検査法の概要と疾病診断における考え方を示した

い。

養豚衛生指導のシステム化

私は、１９８０年に山形県庄内家畜保健衛生所に新採で

配属され、病理組織検査を通してオーエスキー病の診

断に係わることができた（表１）。このとき感じたこと

は、①海外の成書に記載された疾病は国内でも発生す

る、②確定診断手段を自前で持ちたい、③各種検査項

目の組み合わせによる活用であった。その後、衛生指

導担当として養豚場の衛生指導を行ったが、病性鑑定

担当部署も含めて検査手段の不足と検査の迅速化、病

原体の生態学的分析の必要性を感じていた。

その後、病性鑑定課員としてウイルス検査を担当す

ると、農場が求めている検査依頼目的と家保からの検

査依頼項目との乖離に気づいた。PRRSの国内侵入後、

養豚場は定常的な育成率低下に直面し、その根本的な

解決法を求めているのに対して、家保は PRRSウイル

ス抗体検査のみを病性鑑定依頼項目としてあげていた。

単なる PRRS抗体の有無は、汚染状況を知るには有効

ではあるが、農場での PRRSウイルスの動態を理解す

るには不十分であった。そこで、病原体が農場内で循

環する畜舎疫の存在を前提とし、農場内の病原体の動

きを把握できるような検査メニューを作ることにした。

すなわち、同一豚群を継時的に採血して検査する追跡

調査あるいは各日齢の育成豚から同時に採血して検査

する後ろ向き断片調査（図１）などの血清疫学調査を

導入し、これとウイルス分離など、他の検査項目を組

み合わせることで畜舎疫の原因となる病原体の動きを

明らかにすることとした。検査の迅速化や、一定の検

査項目を組み合わせて効率的に実施するために以下の

対策をとった。

①　ウイルス中和試験やウイルス分離への凍結細胞

の直接使用

②　血清検体輸送容器の統一

③　血清希釈ロボットの導入

家畜保健衛生所における養豚衛生指導
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表１　山形県におけるオースキー病発生（１９８１）の経過

図１　疫学的採材の方法
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凍結細胞の直接利用にあたっては無血清凍結専用培

地を利用し、細胞活性の測定により問題の無いことを

確認した。この結果、週に２回の細胞継代から解放さ

れ、PCR法など新たな検査の導入に向かうことができ

た。

畜舎疫としての PRRSを目的とした統合的な検査は

１９９５年より応用を始めた。検査内容は、追跡調査ある

いは後ろ向き断片調査などで得られた各日齢の豚血清

について、ウイルス中和試験、IFA抗体測定、ウイル

ス分離あるいは PCR検査を実施し、育成期におけるウ

イルス血症の出現時期と持続期間を把握することとし

た。この検査結果から、他の病原体の重複感染や

PRRS ウイルスの感染循環の場を把握し、デポピュ

レーションなどの対策により PRRSの被害を低減する

ことを提案した。ある汚染農場からの１１群７５検体の

IFA抗体価とPRRSウイルス中和抗体価の消長を示す

（図２）。この結果、この PRRS汚染農場では移行中和

抗体の消失から感染中和抗体の立ち上がりまで約１ヶ

月間を要することなどが明らかになった（図３にシ

エーマを示す）。さらに PCR法を使用するようになっ

てからは、より明快にウイルス血症の持続を管理者に

提示できるようになった。図４は各日齢のプール血清

中の PRRSウイルス陽性バンドを示す。

この検査手法は畜舎疫としての PRRSを理解するに

は有効ではあったが、一般の養豚場ではデポピュレー

ションなどの根本的な対策をとれず、PRRS清浄化な

どの改善事例は得られなかった。

なお、本県における系統豚造成にあたり、PCR法や

中和抗体検査などは導入豚の清浄性確認に有効であっ

た。特に、中和抗体法は、ELISA法や IFA法に比べ

持続期間が長いことから、感染歴のある候補豚の摘発

には必須と思われる。

養豚衛生指導においては、PRDCの概念が広まり、

マイコプラズマの関与と抗生剤を中心とした対策が指

導の中心になり、本県においても解剖を中心とした検

査に比重が移された。

しかしながら、衛生指導ツールとして各種検査手段

を統合的に活用することは今後も重要であると考えて

おり、DNT毒素の中和試験や各種マイコプラズマの

PCRによる検出、SDSポリアクリルアミド電気泳動に

よる各種ロタウイルスの検出などの項目を加えて、養

豚場における疾病の統合的な診断に対応してきている。

不明疾病の診断

不明疾病の診断においては、病理組織学的検査を中

心として病原検査や生化学的な分析を行うことが重要

図３　PRRS汚染農場における IFA 抗体および中和抗体
のシェーマ　　　　　　　　　　　　　　

図２　PRRS汚染農場における IFA 抗体価と中和抗体価の消長
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図４　各日齢群プール血清のPCR検査
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であると考えている。

豚サーコウイルス２型を病原学的に確認できたのも

病理組織検査担当者の一言が突破口を開いている。特

徴的な封入体の確認から文献検索、プライマーの作成、

PCR検査による確認までは５日間、制限酵素切断長多

形による同定までは８日間であった。インターネット

などのインフラ整備と PCR法の普及が現場の家保に

おける病原学的な診断を可能にした。

今後の取り組み

家保の衛生指導業務は前記の制約もあり、石川先生

などのコンサルタント獣医師がめざす総合的なコンサ

ルタント業務を目指すことではなく、家畜防疫上の必

要性や食の安全性確保を目的として実施されるべきも

のと考える。今後もあらたな疾病の侵入・発生が続く

ものと思われることから、疾病診断機能の充実と統合

的な運用に努めていきたいと考えている。
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